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• 『Notes on the Synthesis of Form』初出：1964年 邦訳『形の合成に関する
ノート』i 
• 『A City is Not a Tree』初出：1965年 邦訳『都市はツリーではない』i 
• 『A Pattern Language』初出：1977年 邦訳『パタン・ランゲージ』ii 






                                                          
i アレグザンダー, C.：形の合成に関するノート/都市はツリーではない，稲葉武司・押野見邦英訳，鹿島出版会，2013. 
ii アレグザンダー, C.他：パタン・ランゲージ―環境設計の手引，平田翰那訳，鹿島出版会，1984. 
iii アレグザンダー, C.：生命の現象（ザ・ネイチャー・オブ・オーダー 建築の美学と世界の本質），中埜博監訳，鹿島出
版会，2013. 
iv グラボー, S.：クリストファー・アレグザンダー―建築の新しいパラダイムを求めて，吉田朗他訳，工作舎，1989. 







































































                                                          











































                                                          
viii 菊竹清訓：代謝建築論―か・かた・かたち，彰国社，2008.（復刻版。初出は1969年） 
 







































                                                          


















































































                                                          
xi vの文献，pp.60–61. 
 
fig.6 ツリー構造（左）とセミ・ラティス構造（右）［iの文献，p. 222．］ 
 
 






















































































































(1) スケールの段階性（levels of scale） 
14 
 
(2) 力強いセンター（strong centers） 
(3) 境界（boundaries） 
(4) 交互反復（alternating repetition） 
(5) 正の空間（positive space） 
(6) 良い形（good shape） 
(7) 局所的に現れるシンメトリー（local symmetries） 





(13) 空（the void） 





















































































fig.9 東野高校のキャンパス空間 [ivの文献，中綴・カバー] 
 
 



































                                                          
xiv トーマス・クーン：科学革命の構造，中山茂訳，みすず書房，1971. 
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ザインプロセスの全体性にも迫った。 
デザインに関わる主体については、アレグザンダーは主に実践活動を通じて
思考した。そこには既存パラダイムとの闘争があった。彼の思想に基づく全体
のデザインは、おそらく一人ではできない。プロセスに関わる諸主体の関係性
のデザインが、今後の重要なテーマとなるであろう。 
「古き良きもの」に見られる独特の質は、アレグザンダーの心を捕らえて離さ
なかった。彼はそれを単に褒め称えるだけではなく、産み出すための方法や思
想を追求した。ただし東野高校の事例から、そのような方法で生命にあふれた
形をつくり出すには多くの困難が伴うこともわかる。より現状に即した方法論、
あるいはその現状自体を転換するパラダイム・シフトが求められる。 
筆者個人としては、膨大な理論的・実践的探求を経たアレグザンダーが、感覚
的あるいは独善的とも言える『ネイチャー』の思想に至ったことはやはり不思
議に思われる。しかし同時に、理論や合理性に疲れ切った我々に対する警鐘、あ
るいは救いではないかと感じる側面もある。科学的にうまく説明できないもの
ごとに対して、その本質を見出だすすべになるのかもしれない。たとえば筆者
が何年にもわたって写真を撮り続け、『デザイン学論考』の表紙にも連採してい
る「地面」であるが、自分で感じている魅力をうまく言語化しきれていないもど
かしさがある。機能、法規、人間行動、歴史的積層…、など地面にまつわる諸概
念の関連が複雑すぎるのだろうか。これを一度『ネイチャー』的な、形態そのも
のの価値を見抜くような視点で捉えてはどうかというのを、この頃考えている。 
 
 「デザイン学」への問い 
+ アレグザンダーやデザイン論に限らず、一生の思想的変遷が何らかの学問領域
における全体像を映し出すものであれば、その人の足跡は追いかける価値があ
るだろう。 
